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使用開始

XL2の電源 ON/OFF

電源ON

パワーボタン••   を押すとXL2の電源が入ります。

	 短くリレーの音が聞こえ、ディスプレイが点灯します。 

電源OFF 

パワーボタン••   を１秒間押すとXL2の電源が切れます。

測定ファンクションの設定

測定ファンクションを選択するには、ロータリーホイール••  で
メインメニューを選び、エンター  で確定します。

	 メインメニューが表示されます。

ロータリーホイール••   でスクロールさせファンクションを選
択します。エンター  で確定します。

	測定ファンクションが選択されました。
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ロータリーホイール  によるパラメータの設定

ロータリーホイール••   を回し、表示画面を操作します。

	選択したパラメータが黒いバーに反転表示されます。

エンターボタン••   で選択を確定します。

	 パラメータ表示が点滅するか、選択可能な設定が表示されま
す。

パラメータを設定するにロータリーホイール••   を回し、設定
を切り替えるか選択します。 
エンターボタン••   で確定します。

	パラメータが設定されました。
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システム設定

XL2は以下で説明する通り、様々なシステム設定が可能です。ロ
ータリーホイール  でメインメニューSystemを選択し、エンタ
ー  で確定します。

システム設定ページ

1

3

4

8

6

9

2

5

10

7

ディスプレイコントラスト設定

エスケープボタン••   を押しながら、お好みのコントラストが
得られるでロータリーホイール  を回します。

システムインフォメーション・ページ

11

12

13
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2 ページセレクタ
システム設定ページとシステムインフォメーション・ページを
切り替えます。ページボタン  で切り替えることもできま
す。

3 パワーセーブ
選択された時間内にボタンが押されなかった場合、パワーセ
ーブ機能により本体の電源がOFFになります。

ロータリーホイール••   でPower Saveファンクション 3  
を選択します。
エンターボタン••   で選択を確定します。

	 ディスプレイが点滅します。

ロータリーホイール••   を回してお好みの時間を設定しま
す。
エンターボタン••   で確定します。

	オートパワーオフ時間が設定されました。 

パワーセーブモードは、測定中またはACアダプタを使用の
場合は無効になります。

4 バックライト

Auto キーボタンが操作されるとバックライトは30
秒間ONになります。

Manual バックライトはパワー/バックライトボタンで
ON/OFFできます。

カーソルをバックライトファンクションへ移動させます。••
エンター••   で切り替えます。
スケープボタン••   でバックライトの選択を確定します。

 

バックライトを暗くすると消費電力が抑えら
れます。

5 スピーカー
背面のスピーカーを聞えるようにするか、切っておくか設定し
ます。例えばアコースティック測定では背面のスピーカーを
切ることをお勧めします。
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6 日付/時刻
XL2にはリアルタイムクロックが内蔵されています。測定は、
全て日付と時刻付きでデータログが記録されます。

次の手順でリアルタイムクロックを設定します。
ロータリーホイール••   でDateファンクション 6  を選択
します。 
エンターボタン ••  を押し、ロータリーホイール でyear
設定します。
エンターボタン••   を押し、ロータリーホイール でmonth
を設定します。
エンターボタン••   を押し、ロータリーホイール でday
設定します。
Time•• も同様の手順で設定します。

	 リアルタイムクロックが設定されました。

USBモード
XL2をPCへ接続した際PCがどのように認識するか設定しま
す。

Ask on 
connect

PCへの接続後、マスストレージかCOMポート
モードのどちらかを選択できます。

Mass 
storage

PCはXL2を自動的にマスストレージデバイス
として認識します。 XL2の全ての測定リポート
をダウンロードできます。

COM 
port

PCはXL2プロジェクタとオプションのリモート
測定用に、XL2を自動的にCOMポートとして認
識します。

8 電源立上げ時のプロファイル選択 
XL2を現存する個々のアプリケーションプロファイル（例えば
DIN15905やSLV2007規格に準拠した音圧レベルのモニタ
ー）でスタートアップできます。

Yes デフォルトのアプリケーションプロファイルでスター
トアップします。さらに詳しい内容は“プロファイル”
の項目を参照してください。

No 電源OFF直前のコンフィギュレーションでスタートア
ップします。
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9 ファンタム電源
XL2の電源立上げ時、ファンタム電源をONまたはOFFの状態
にするか選択できます。

Off ファンタム電源は、XL2の電源立ち上げ時
にOFFになります。例えば通常はライン測
定として使用される場合。

Remember XL2は電源OFF直前の設定を記憶します。
（= デフォルト設定）

10 デシマルセパレータ
測定データをPCへ転送し、テスト結果のリポートを作成する
には、小数点の記号をPCの設定に合わせる必要があります。
これによりPCへのデータの取り込みが容易になります。

ロータリーホイール••  でDec. Separator ファンクション 
10  を選択します。

エンター••   で “ . ” と “ , ” を切り替えます。
エスケープ••   を押し、設定を確定します。

	 デシマルセパレータが設定されました。

11 ファームウェア
ファームウェアバージョン 11  を表示します。（ファームウェア
を最新バージョンへアップデートするには”XL2のファームウ
ェアアップデート”の項目を参照してください。）

12 シリアルナンバー 
本体のシリアルナンバー 12 を表示します。

13 オプション 
インストール済みのXL2オプションを表示します。

オプションの一時無効化 
測定セットアップ（=プロファイル）のテンプレートを出力する
際に必要になります。
オプション（エクステンデッド・アコースティックパックやSTI-
PA）付きのXL2から、オプションのインストールされていない
XL2へプロファイルを転送する場合、プロファイルをストアす
る前にこれらのオプションを隠しておくことが必要です。

システムメニューで•• Hide Options: Until restartを選択
し、プロファイルをストアします。
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サウンドレベルメータ

拡張アコースティックパック（オプション）
オプションの拡張アコースティックパックにより、次のサウンドレ
ベルと音響測定機能が追加されます。

パーセンタイル値：　•• 1%, 5%, 10%, 50%, 90%, 95%, 99% 
時間重み付け：　インパルス••  
音圧レベル•• LIeq
騒音暴露レベル•• LAE
リニア•• WAVEファイルレコーディング(24 bit, 48 kHz) 
1/1•• と1/3オクターブ解像度の真のピークレベル
クロック-インパルス最大レベル（•• TaktMax）とDIN 45645—1
に規定されている値
高解像度ズーム•• FFT、5 Hz - 20 kHzの周波数レンジで選択可
能な周波数レンジと最大0.4Hz解像度 

4.	 サウンドレベルメータ
XL2オーディオ＆アコースティックアナライザは、別売の測定用
マイクロフォンとの組み合わせで、音楽イベントや環境騒音のモ
ニタリングに最適な高精度サウンドレベルメータとなります。 

例えば、リアルタイム値、Lmin, Lmax, Leq, LCpeakは、周波数
A、C、Zと時間F、S重み付きで同時測定されます。全ての値は同時
に収録されます。取得された全てのレベル情報は、リムーバブル
Mini-SDカードに測定日時とともに記録できます。さらにXL2は
測定された音圧レベルのWAVEファイルレコーディングが可能
です。また各々の測定にボイスノートを付け加えることもできま
す。 XL2の精度は、IEC 61672-1 class 1（JIS C 1509-1）を満たし
ています。XL2はDIN 15905-5およびSLV 2007に準拠し、ライブ
イベントの最大音量と実際の測定地点の間での補正値を測定し
ます。

ワイドバンドパラメータに加え、XL2は1/1または1/3オクターブ
バンド解像度リアルタイムスペクトラムを同時に測定します。
リアルタイム解析RTAはサウンドシステムの調整などの用途に適
しています。
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サウンドレベルメータ

サウンドレベルメータは、異なるページで構成されています。

ページボタン  によるページ選択
ページボタン••   を押し、数値の結果ページとRTAページを
切り替えます。 

ロータリーホイール  によるページ選択
SLMeter•• の右横のアイコンを選択し、エンター  を押しま
す。
ロータリーホイール••   でサウンドレベルのページ  を選
択します。
エンター••   を押し、選択を確定します。

	サウンドレベルのページが選択されました。

  サウンドレベルメータ
広帯域のサウンドレベルを表示します。測定結果を表
示するフォントサイズは変更可能で、同時に3または5
種類の結果を表示します。表示された各々の結果は、
周波数重み付け、時間重み付け、リアルタイム値、最小
値、最大値、補正係数を選択できます。

RTAリアルタイムスペクトラム
オーディオ帯域のサウンドレベルを1/3または1/1オク
ターブのスペクトラムで表示します。また、広帯域の結
果はバーにより表示されます。

  補正係数
ライブイベントの音量レベルに対する規制対策に応
用できます。例えば実際の測定地点と聴衆の入る会
場内での最大音量の地点との補正係数を設定できま
す。XL2は補正係数を加味した音圧レベルを表示、記録
します。これによりサウンドエンジニアは、聴衆の最大
音量ポジションにおける音圧レベルを知ることができ
ます。この測定は、DIN15905-5とSLV 2007規格の要求
事項に対応します。詳しくは“補正係数KSET”を参照し
てください。
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  ログページ
XL2のサウンドレベルメータはパワフルなデータロガ
ーを装備し、ユーザーが必要とする全てのサウンドレ
ベル値を選択した時間間隔で記録できます。ログペー
ジではどの音圧レベルを記録するか設定できます。次
の中から選択が可能です。

ALL 全ての音圧レベルを記録します。

Selective 最大で10種類の音圧レベルを選択し、記
録します。

詳しくは、「ロギング」の章を参照してください。

リポート設定
測定完了後、どの音圧レベルをテキストファイルに保
存するか設定します。次の中から選択できます。

ALL 全ての音圧レベルを保存します。

Selective 最大で10種類の音圧レベルを選択し、保
存します。 

詳しくは、「リポート」の章を参照してください。

リミット設定
リミットLED  の機能を設定できます。プリセットした
サウンドレベルを超えるとLEDがオレンジや赤色に点
灯します。 

さらにオプションのシリアルI/Oインターフェースによ
り、サウンドレベルに応じて外部の周辺機器をコント
ロールできます。例えば、サウンドレベルの超過を赤/
オレンジ/緑色の大きな外部ランプで表示できます。

詳しくは、「リミット設定」の章を参照してください。
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概要

数値のページ
数値のページ  は、選択した広帯域のサウンドレベルを表示
します。測定結果を表示するフォントサイズは変更可能で、同時
に3または5種類の結果を表示します。表示された各々の結果は、
周波数重み付け、時間重み付け、リアルタイム値、最小値、最大
値、補正係数を選択できます。

9

4 6

7

8

1

2

3

5

リアルタイムアナライザのページ
リアルタイムアナライザのページRTA  は、広帯域のサウンド
レベルと6.3Hzから20kHzの1/3または1/1オクターブスペクトラ
ムを表示します。リアルタイムスペクトラムは、広帯域のサウンド
レベルと同時に測定されます。

13

14

12

10

11

15
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1 サウンドレベル値  1
全てのサウンドレベルを同時に測定、記録することができま
す。ディスプレイ上に表示するサウンドレベルを選択できま
す。

パラメータの変更
ロータリーホイール••   でパラメータLxxを選択します。
エンターボタン••   を押し、選択メニューを開きます。
ロータリーホイール••   で希望するパラメータを選択し、
エンターボタン  で確定します。

フォントサイズの変更
ロータリーホイール••   でテスト数値を選択します。
エンターボタン••   を押しフォントサイズ大、中、小を設定
します。 

フォントサイズにより、3または5種類のサウンドレベルをディ
スプレイに同時に表示できます。

2  サウンドレベル値 2 
サウンドレベル値1の設定と同じです。

3  サウンドレベル値 3 
サウンドレベル値1の設定と同じです。

4 入力レンジ
XL2アナライザは、幅広い入力信号レベルに適応するため3
つの入力レンジを切り替えることができます。各々のレンジ
は、XL2キャリブレーションメニューのマイクロフォン感度に
より設定されます。例えば、感度=20V/Paの入力レンジでは；

ローレンジ：••  10 - 110 dBSPL
ミドルレンジ： ••  30 - 130 dBSPL
アッパーレンジ： ••  50 - 150 dBSPL

測定中に想定される最大レベルにより、可能な限り低い入力
レンジを選択します。例えば、音圧レベルが110 dBSPL以下
の場合、最も低い入力レンジ10 - 110 dBSPLを選択します。
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5 エラー表示

OVR オーバーロード
エラーメッセージOVRは、次の場合に表示され
ます。 

測定期間中に測定された音圧レベルがプリセ••
ットした測定レンジを超えている。OVRが表示
されると、測定期間は表示されたままになりま
す。 -> 次に高い測定レンジに切り替えます。  
測定された音圧レベルが、接続した•• NTi Audio
測定用マイクロフォンの最大許容入力レベル
に近い。 

LOW 入力レベルが低過ぎる
エラーメッセージLOWは、次の場合に表示され
ます。

エラーメッセージ•• LOWは、測定された音圧レ
ベルがプリセットした測定レンジ以下。 -> 次
に低い測定レンジに切り替えます。
測定された音圧レベルが、接続した•• NTi Audio
測定用マイクロフォンの残留ノイズに近く、測
定精度が低下。

6 ラン表示 
ラン表示は、測定の状態が測定中、ポーズまたは停止してい
ることを示します。測定中の場合、入力レンジやプリセット測
定時間など幾つかの設定が固定された状態になります。

7

測定実時間
実際に測定した時間を、時間：分：秒でカウントします。 
SLMeterモードでは、連続、シングルまたはリピートのタイマ
ーモードが選択できます。

連続タイマーモード
（標準的な測定に適用）
スタートボタン  で測定を開始すると、全ての値
が記録され、継続的にモニターできます。実際に測
定した時間が表示されます。

シングルタイマーモード
プリセットした測定時間になると自動的に測定が停
止します。

希望の測定時間を設定します。••
••  ボタンを押し、測定をスタートさせます。
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	 測定時間の表示がゼロに戻り、測定が終了しま
す。

全ての測定結果を呼び出すことができます。••

リピートタイマーモード
ユーザーの定義したプリセット測定時間サイクルで
自動的に測定を繰り返します。

希望の測定時間を設定します。••
スタートボタン••   を押します。

	 測定時間のカウントはゼロに戻っていきます。
プリセットされた測定時間が過ぎると、測定時
間と結果はリセットされ、新たに測定が開始さ
れます。前のサイクルの測定結果は全てリセッ
トされます。

全ての測定サイクルを連続して保存するには、メモ
リメニューでNaming+Saving:autoを選択します。
これにより個々の測定サイクルが自動的にMini-SD
カードに保存されます。

リピート・シンクロナイズドタイマーモード
XL2のリアルタイムクロックに同期させた自動
繰り返し測 定 が で きま す。スタートボタン  
を押すと測定が開始されます。選択したプリセッ
トの測定時間をリアルタイムクロックに合せるた
め、XL2は、最初のサイクルをリアルタイムクロック
と同期するよう短縮します。以降、繰り返される全て
の測定サイクルがリアルタイムクロックに同期しま
す。

例えば、サイクル時間の設定が30分、測定を7:50 
pmに開始する場合 、最初のテストサイクルは7:50 - 
8:00 pmになります。その後、新たに30分のテストサ
イクルが自動的に開始されます。

リピート・シンクロナイズドタイマーモードは、測定
が1時間または30分で正確に開始され、DIN15905
に準拠した測定に適用できます。

8   プリセット測定時間 
シングルおよびリピートタイマー設定の測定時間をプリセッ
トします。
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9 マイクロフォン用ファンタム電源
XL2は、接続されたM4260やM2210マイクロフォンの電子デ
ータシートを読み取り、次の様に48Vファンタム電源を自動で
ONにします。

XL2•• に測定用マイクロフォンを接続します。
ON/OFF•• ボタン  によりXL2の電源を入れます。

	 XL2は、接続されたマイクロフォンの電子データシートを
読み取ります。 画面上部メニューバーの48V画面上部メ
ニューバーのASDに変わります。これでアコースティック
測定の準備ができました。  

10 Yスケール設定
ズームファクターを •• 20, 10, 5, 2.5 dB/divから選択しま
す。
エンター••   で確定します。
ロータリーホイール••   で上下にスクロールし、Y軸のレン
ジを選択します。 
エンター••   を押して設定を確定します。

11 RTA測定結果
リアルタイムアナライザは、1/1オクターブまたは1/3オクター
ブバンド解像度で測定します。15  で解像度を切り替えます。 

12 Xスケール設定
Xスケールは次のレンジを切り替えます。

20 Hz - 20 kHz 広帯域値を含むRTAレベル

6.3 Hz - 8 kHz 広帯域値を含むRTAレベル

6.3 Hz - 20 kHz 広帯域値を含まないRTAレベル

13 広帯域値

A A特性広帯域音圧レベル

Z 周波数の重み付けなしの広帯域音圧レベル
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14 カーソルリードアウトとディスプレイ設定
RTAページで表示している周波数バンドの現在の値。カーソ
ルリードアウトは、矢印でさし示されたバンドの中心周波数
とレベルを表示します。カーソルは、スペクトラムの最もレベ
ルの高いバンドへ自動的に追従します。

また、カーソルリードアウトはマニュアル操作も可能です。
周波数リードアウト表示の左にある矢印を選択し、エンタ••
ーボタン  を押します。

	 矢印が点滅します。

ロータリーホイール••   で周波数を選択します。 

	 カーソルリードアウト 14 に選択したバンドの値が表示さ
れます。

エンター•• を押します。カーソルは最もレベルの高いバー
へ戻ります。

XL2はプリセットした二つのリードアウト値Lxxを表示しま
す。

テスト結果がRTAグラフに点線で表示されます。

 テスト結果がRTAグラフにバーで表示されます。

15 測定解像度の設定 
次の手順に従い、RTA測定表示を1/1オクターブまたは1/3オ
クターブバンド解像度に設定します。

ロータリーホイール••   パラメータ 15  選択します。 
エンターボタン ••  を押して1/1 OCTと1/3 OCTを切り替
えます。
エスケープボタン••   を押して設定を確定します。
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リアルタイムアナライザのページ

測定期間中に一度•• OVRインジケータが表示され、とどまった
場合、XL2の測定レンジを高いほうへ切り替えるか、入力信号
を適正レベルへ減少させます。 

エラー表示

数値結果のページ

リミット矢印は過大入力の状態を知らせます。次の原因と対処が
考えられます。

測定期間中の音圧レベルが、プリセットした測定レンジを超え••
ている。
測定された音圧レベルが、接続している•• NTi Audio測定用マイ
クロフォンの最大許容入力レベルに近い。 


